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　２０世紀初頭まで人類全体の脅威であった「伝染病」は、医学研究の進歩、特にワクチン開発及び抗生物質の発見によりその多くが致死的疾病から免れることが出来るようになり、もはや脅威ではなくなったかに見えた。しかし、こうした予想に反して、現在では新たな感染症の脅威-新興再興感染症に人類は直面している。この脅威に立ち向かい制圧するにあたっては、その原因病原微生物による疾患の発症機序を分子レベルで解明し、その研究成果を基に新規治療薬や有効なワクチンを開発していく事が望まれている。そのためには動物モデルを用いた感染実験系の確立およびこれを用いた病原微生物感染による発症機序や宿主免疫応答に関する詳細な解明が必須となる。このような感染症動物モデル研究ではマウスやラットなどの小動物が第一選択となるが、実際には病原体がこうした小動物に感染・発症しないことが多く見られる。他方、ヒトにもっとも近縁な実験動物であるサル類をモデル動物として用いることにより、ヒトで生じるような感染発症様式を再現出来る場合が多いことから、感染症研究における霊長類モデルの重要性は非常に高まっている。こうした社会的・科学的背景から、我々はエイズ、C型肝炎、デング熱等新興再興感染症の原因病原体を用いたサル類感染実験を実施している。実験実施に当たっては、サル類以外の選択肢がない、すなわちサル類を用いることによる以外での代替法がない場合に限定されなければならない。また実験実施においては動物福祉面およびバイオセーフティ面など様々なコンプライアンスに対する充分な配慮が必要である。

　本講義では、我々の行なっている感染症の霊長類モデル研究に関する最新の知見について紹介するとともに、サル類を感染症などの医科学研究に用いるにあたってのコンプライアンスについて説明したい。

　
